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レーダリモートセンシング

宇宙科学研究所広沢春任

リモートセンンングに関する数多くのシンポジ

ウムの中に r シグネチャ J(S ignature) の研究を対

象として定期的に|井lかれるものが二つある。一つ

は国際写必担II誌ザ会のm7 部会WG-3が主H~する

もので，紫外線からマイクロ波までのスペクト Jレ

範凶を対象とする。もう一つは国際電波科学連合

の F分科会が主催するもので，ニちらはマイ 7 ロ

波fごけを責J象としている。

シグネチャの研究とはfUJを桁すかというと、観

測対象となる読物休の.あるいはそれらの各組状

態における反射特悩ないしは放射特性を I~J らかに

することが第ーの U燃で，それにより.税制II上の

J!，(@な条件を求めることが可能となり，また他方，

リモートセンンングII"if象をより定量的に解釈・相j

読するために有IT!な知織やデータが収集されるニ

とになる。

上述二つのンンポジウム何段近町会介は，前./'i

が1985年 12H に I軒7 ランス，アルプス山灘のレザ

ークで i走者が1984年 I H に InJ じくフランスのト

ールーズで聞かれた。筆者はこの向Jiに山l市する

1

機会を得た。共にそれぞれの第 3 凶目のシンポジ

ウムであった。

リモートセンンングというと.ー般に，色彩鮮

やかなランドサ y ト衛界的阿像を ~tf撃しがちであ

り，それと比較する時.シゲ才、チャの研究は大変

地味なものである。しかし←に述べた y グネチ

ャに I期する研究の内容からお判リ L、ただけるよう

に，ングネチャの研究は司広範凶の屯総波を治則

することを向指すリモートセノシングにとって故

も端本O'Jな意義を持つものである。

ここで都品が|民i心を持っているレーダリモート

セン y ングに同を [11Jけると， r7i い~問分解能の[附

{象を作成する合成~Hu レーダによる観測を代表例

として?イク口被による鋭ilIlJは，人!日!の視覚と

は大きく終った波長帯におけるit1磁被布lh 作用に

依拠している。また，レーダのようなアクティプ

な方式では可変にできる鋭担IJ上のパラメータも多

い。 r?イクロ披ングネチャ J ， I.e'にはアクティプ

方式に限った場合の「レーダシグネチャ」の研究

は，近年，世界的に見て， リモートセンンノグに



おける一つの重量jな研究分野を構成している。

先に述べたトールーズ1984年のシンポジウムは

マイク口被た'けを対象とするものであったが，そ

のプログラムからセ ;1:;/ ョン才1 を折っていくと.

海洋. II珍ノ'j(，叫.土Iii， 品川和 I .刷物 II. 制物と

jニ場. となっている。これからマイクロ t止の観測

刈象か1盃グ〉て iJ.:i!l.なものであることをお判りいた

だけると，巴1 う。

布、jt·の研究主では. リモートセンンングに I到す

る研究のーっとして，上に述べたングネチャの研

究という観点から.組い匝iおよび 3 次 lUI')なラン

ダム媒1'(からの7イクロ波の後五散乱を.主に実

験的に調べている。

レーダでは. WI]えばIU斜Ii届披を送信するときに，

後 }j散乱t症に|則して. illii1?J J: に平行な 1両法成分と

l在交する{柿波成分とを、同時に ιに取り出すこ

とができる。この lillj ，お分はライク成分とクロス成

分と 111" ばれる。ランダムな 1M からの後 }j 散乱 i庄は

一般に必ず桁円 1110\ Wi と主り， クロス成分が発当す

る(デポラリゼーションと宝、う L レーダリモート

センシングでは，観測周波数とともに. rhh 止が一

つのニL'.裂なWl ili' lパラノ -y であ札特に. 1M 数の

(!fliil.!i(ライクと 7 ロス)て'の同 l時観測に大きな!制

作が持たれている。

私共的研究は1:にマイ 7 口被散乱 i泊代的解明

IJI\解を日標としており，特にクロス成分の持つ W"

骨iを明らかにすることに .m 山を泣いている。次に

幾つかの実験結果を似介させていただくと，まず.

はば均質な，打 i火のある議定 wかり 1止る中 II い境界

而があり，そこに斜めにマイクロ?止を 1111 射すると

き、後 J)1rxliL~ ，止の姐 Hit は治"!L ets の Pr: 大とともに 1ft

すが，その!自主は，ライ 7成分よりクロス成分の

hが大きいことを比 11 1\ した。この具象は，ライク

成分が l 回ブラ y グ i孜目し クロス成分が 2 [u[ ブラ

y グ品川 Lによって発生するものとして里 R論的に解

釈できた。またこの実験 4> 尖は. 7 ロス 1同iIY.を川

いると.上爆の水分をよリ出 ρ、感度で検出できる

可能性のあることを示している。

次に.風 J血の立った水 1!Iiからの後 }j 散乱を測定

L. 1(( 線fI詰:止のライタ成分.円 1両被の逆縦ならぴ

に InJ 焼成分が，斜的人射のときに，いずれも l 次

のプラッグ散乱として生じ.これに対して. I白線

i届波の 7 ロス成分は 2 次以上のプロセスによっ

て封ずることを実験的に検証した。このうち l可偏

波による測定は従米行われたことのないものであ

る。

また J'!i jll: は三次元的なランダム州、f.lに移り，休

相散百 L; 且 f.l. を悶べている。 J持 r!L f:本の散乱物休が宅

問iにランダムに散在するとき，散乱体が細長い形

状のときには一回散乱によってデポラリゼーンヨ

ンが起リうる。このことを，尖際に.'7・ y，スギ，

サワラの 3 純官 lの針葉 f討をモデノレ散乱媒 11 として

胤いて実験し.事 1状の j主合が大きいほどデポラリ

ゼーンヨンの度合が大きくなることを礁かめた。

以-i .1 卓宗内実験用に裂作した小さなレーダ(i泊

出はマイクロ波放百 L~I と呼んでいるが)を用いて

の研究からの紹介であるが， hkf 主に， J)Lイ「箪おが

関心を持っている大きなレータについて触れてみ

たい。

'j': 'd iM が山 III に完成した大型アンテナは様守 HI

t家公機との JHJ の辿討をことな H 的とするものである

が， ;w i口以外にもさまざまな使いみちが巧えられ

る。その'!.のーっとして巧えられるのがレーダに

よる必 'I~ 観測である。つまリ~::.X; JI~ のレーダリモー

トセ/ン/グである。

この技術は米 l主|ではかなり長い!夜史を持ち.開

uf 子!主技 l~j を用いて金 M等の応分解能のイメージ

ングを行っている。観測対象としては全量のほか.

水.m. ， 火 H.. 木阜の衛星ほかがあるが，近年.特

に小 f惑星が関 'L 、を呼び始めている。

ド lUI の諸法世にコヒーレン卜な I;>;: レーダの機

能(逆抗主らびに円肢の二つの IT] 偏法て"の受信も

必:2!:)を付加 lするにはかなリの市怖が裂るが，こ

れらの技術ムの可能性とレーダ観測の太陽系物理

学上の意義とを (jl せて検討していきたいと巧えて

いる。(ひろさわ はるとう)

~表紙カット~

「すいせい J のハレ 接近で緊』訴する駒場深宇

宙符制センタ 。

n,“
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小野さんを送る 斉藤 敏 4

:0:翌l利目司訂係主任の小針美w子さんが， 3 月 31

日を以て退職された。

小里fさんは昭和34年に当時の航宅研究所 1時代に

26J~ま館4務相当として入られ，昭和56年の宇宙科

学側への改組に伴ぃ 1Jみなれた26号館から)'\:割高|目

研究協力{札さらに liJirl 係へと移られ26年 3 ヶ月

もの間勤務されて ζ られた。

小野さんに接した }j は， ?!(その明るいお人制と

催しさに魅力、れた.:j(と思う。気持はいつもヤング

よ"とよく fill られ.テニス，スキー，卓球と泌動

神経抜群の小野さんは所内大会でもよく活S揺され

ておらiLた。

多くの服只，そしてγ'I'.たちにもJi~われていた

小野さんが，定年まで2年余すところで退脱される

のを if>!'しいと思う人は恥ばかりではないでしょう。

*深宇宙探査用追跡管制システムに日本産業技術

大賞・内閣総理大臣賞

ハレー探査機・さきがけ すいせいの追跡

で出品:ljlの臼問大型!アンテナ設備を含むJlJ.跡符市II

y ステムに対して H 本旅業;技術大1'\ 内閣総理大

臣'1'\の受賞が決定した。 In]貨は我国産業社会の発

灰に口献した大規校山￡技術による成果とその開 *人事異動

発グループに贈られるものである。

合倉谷健治・竹内端夫両教授の退官記念講演

3 月 27n14時より:Q-谷・竹内両教J受の返宣言己念

講i杭会が字術研68号館会議宗でれわれ.向教授か

らユーモアたっぷリでi't111な経験談を聞くことが

できた。

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 5 月・ 6 月)

小野さん。駒場そして相校!止にも，たまには遊

む勺ニオこて t品。

房総半島ヘハレー琴星を見に行った帰りの車中で。

*外国人客員研究員及び外国人研究員の受入れ

受入れ研究員氏名 固絡 研究棟惣 糊問

VinodJaya山 lal Modi j':'lli 機の事勢力 ·'t. 特に蝉 61. <I. 1
(プリティ~ "'.' プ'J "r ダ 性変形やゆる< t'l 介された 9
コロンピア太后'n 付加物の効米につ、て 61.8.3l

1 制限
，~d 旅人民

61.:1.20
t 中同 H"t 広;空間 H

"何同
大";I'j' 町柵広拘向調亀応制御 s

'1: t1術センタ } 61.9.19

発令年月日 氏名 異働率項 現(I 目)官聡等

60.<I. I 。谷健治 ...退峨 す副If進研究糸教綬

" 竹内組文 " 対外l品 lJ:1i教綬

" 笛':IU .{, " ー';'ili錐i屋倒究R 叫 r

{界経}

" 牧"一大 米大助教佼J!.~t r.r. れIIiI刷滑ヲbf:助手

〈録用}

" 外的仰捌 r ステム州光>f:J}J f'

" 山 4ド，~ ~I!i'_応用 1 学術究，r，ω>， T

5 月 6 月
5 10 15 20 25 30 5 10 15 以} 25 30, ，い I , , , , , • ，・， ，~・， ，，~ー」 , .白 ιJ

M-3S11-3.!'~.!.£ NMO

B2阻誕Lit: B3P L~I'2~合せ
B2PL. S l:\ PL. i1器合せ NMO

NMK 副刷 8~似組OJ:

SA鞭 F 腕J1l式験
SBC NTC SGII

自q，(実験 有胤~剛体滑雫寅肱 MT-I35-45
NTC NTC MT-135-46

KM-O SIMJ 也 U~ 後'J.i瞳 KM-D ・ 1 地上懲鋭'JS.酷 噛合せ

NMO:I::.h年"ータース抹自 1 i\ TC 能代ロケ γ ト:J(鞍場 SGII

NMK H 川越 SGH:j-:'tii 研相悦 J瓜キャンパス ASTRO-C 総合試験

。
。



画
ハレー接近大成功/

*ハレーからの贈物

2 月 27 日，それまでの地上観測

に基〈最新のハレー埜皇軌道情報 (I J-I W orbit

NO.39)を用いて，すいせ L、」司「さきがけ」夫々の

ハレ一昔星最接近距離と時五 II が~出ー更新され，

いよいよ向探査機ミンンヨンのクライ'7'/，クスが

i且る。Ji l桜近距離は「すいせし、」が 15Jj 1 干 km ，

「さきがけ」が 699 万 3千km と子定通りの他。 j旦し

軌道設計上止むを得なかった事とは言いながら対

按近 II守主 II が両探査機とも臼刷からの非可枕時(，す

いせい J 3 月 8 t1 2211 寺05 分49 秒，さきがけ J 3 月

lltl1311 寺 17 分51 秒，いずれも日本楳 if(，時)にあた

るため最接近時観測データは篠載データレコーダ

に収録する形となる。また「すいせし、」では NA

SA DSN のマド I) '/ド局とゴーノレドス|ー/局

的協力により， リアルタイムデータの取得がれわ

れる休勢となった。

HI8 日 19 11'.Y ， "7ドリ y ド局受信千定時刻。

駒場探 "f 宙包如 lセンターには DSN との述絡 f日当

凶村(敏)教般を初 Jめ }j ーに備えての数名の姿があ

るのみである。マ|リ y ドに続き， 22時ゴーノレド

スト ン局による受信も順調との辿絡が入り，す

いせい」のハレ 故接近の II寺が過ぎてゆく。

翌 9 tI4I侍 38分，最核近後初の臼田局人!準。こ

の時点まで「すいせい」の身に何事か起っている

ことを千 iilll した人はいなかったと忠われる。何故

なら J1i核近距雌を 15万kmに設定したのも，従前の

主T星モテソレ計算によれば， この距離まで当if，から

のダストが1陛7\~することはないと考えられていた

からである。ところが入!長チェックデータを見る

と明らかに探査機の姿勢に変化が見られる。俄然

緊~1~!\長がr7i まる。急拠子定を変1tして最按近時デ

ータを再生する ζ とになった。その紡来最按近の

12分前ハレーから 16万krnの時点と最接近20分後17

万 5 千kmの 2 厄lにわたり「すいせし、」に衝撃が与

えられ，姿勢とスピン速度に変化を生じているこ

とカ王判明した。

姿勢変化から衝撃力の加わった IJI"I を出してみ

ると明らかにハレーの核から何物かが飛来して探

4

3't機のト部に衝突したことになる。重量は最も小

さく見紛っても¥) 5mg，比重を仮りに I とすれば

直後 2 mm以上のダストである。これはハレーの活

動が子恕をはるかに越えて所発なことを示してお

り，ハレー枇按近を約一迎間後にひかえたジオン

トの行末がにわかに心配になる。今さらどうなる

ものでもないが，ダノレムンュタ y 卜の松尾教授を

通じラインハノレト氏に直ちに通報する。

故抜近とは言ってもエザγJには特に巡航時と変

I) はないと信じていたところへ文字通リの術単で

皆一時は緊張したものの，幸い太陽1li池からの出

力を初め各機器は全〈正常，姿勢もニューテーシ

ヨン・タンハーで静定しており今後の巡用に支障

はない。これは，せっかく 15Jjkm まで接近したの

に工'1':昼さんにも何か贈物をというハレーの粋な

はからいであったようで，すいせい」に点を 2 つ

{·I けて吉兆の皐「ずいせい(瑞昼 )J と改名しては

との名家も出た。

一方 3 月 11 日「さきがけ」の最抜近は約700Jjkm

という距離であり，工学的には定常運用と [oj じ状

態で経緋した。さすがにこの距臨まで飛んでくる

ダストもなく「さきがけ」も「先欠け」にはなら

ずに消み， ，町iHl問に飛行を続けている。

~ilj探存機ともこれまで姿勢制御所要燃料最小化

の努力をはらったため，燃料には軍iel の余力があ

リ，今後何らかの速)止修正を行って新しい観測同

線を犯う検討も開始されている。 /J on Voyαge

Suisei, Sakigα ke .I (上杉チ j\; ，/J: )

*，すいせいJ ， 'さきがけ」観測速報

3 月 8 日 3 月 11 日にそれぞれハレ一宮星に最

桜近した耐探盆機の観相IHJl当者は. 目下大わらわ

でデータ解析に取組んでいる故lわである。 ISAS

ニュ ス 5 月号にその給米は詳しく報告される予

定であるが，本号でも速報としてこれまでにわか

っている結来の安点をお知らせしよう。

これまでハレー塾長をとり凶む水素コ?の像を

外から拍対象し続けてきた「すいせい」搭載の緊外

線峨像装fa (u VI)は，水素コ?の兵只中に突入す

るので，観測モードを峨像モ ドから測光モ ド

に切替えた。観測はハレ の骸からの距離が約220
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省から 'j I被しを受け.既に一部尖験設備の移転作

業が始まった.

建物外観は，向色系のモザイクタイ Jレが張られ

ておリキャンパス内の開設建物と統ーが図られて

いる。一方，笑験施設ではよく凡掛ける l剖 的な

デザインとは巡って司東側ラウンジを一部ガラス

ブロ 'I ~による IIIi面{十 .1".lflこして外壁に柔らかな

変化をもたせている山が且~きを会えている。

設G計|上f伺7刊{パ:t!'、した λ点l

容できない大咋引J突験』装E世を収符することカか‘ら一一

E主主幻}形f杉3状， パih均等の空間噌荷量粂j!I'. 機~，試験

f4.:の搬出入万法の条刊を満すこと，また，研究的

動の版協jに伴って新らしい装f6'の導入や更新に対

応できる 7 レキシピリティを持たせた。

などが特色としてあげられる.

立\f.:iifi& ぴ音・l4'iJ!iiJの発'I'.するものは低層階に

配関さ IL. 共 1 ， IJ利用機関であることから多方 1Mの

研究おの利用を巧え‘研究者に漏らい，休恕の坊

としていただけるよう，吹き抜けをもった玄関ホ

jレ， ラウンジカ世生けられている。

環境盟主備は後年J:!r 4~;長になるため足元が未整備

であるが，これも年次計画によリ盤側i して行〈予

定である。

終わリに，特妹尖験棟が将4去の宇宙科'7 研究の

発以にー府舟守してくれることを臨l っている。

〈鐙築概嬰〉

構造

相模原新キャンパス着守と整備進むノ

*特殊実験棟が完成

nun体環境試験悼と道路一本挟んだ東lUll に，相

以原キャンパス計 Irtljの 4 需口の建物としてH円相61

年 2 月末に特殊尖験械が完成 L. 3 月初めに文部

5

万kmかり約30 )j kmの間続けられ，水素一コ7中の水

素ライ?ンアノレ7 ァ紛の蝉JJt分布が測定された。

このデータによると水系師、チの'品 lit分布は. Iiぽ

骸からの距雛の 2 来に反比例しているが.場所に

より 'lfil主にむらがあることも見出さ ILている。こ

れはおそらくジェ y ト現象によるものであろう。

UVl の測定に I; I 続き太陽風測定装間 (ESP) に

よるイオンエネノレギ一分析が行われた。この分析

料品~から官民起似の H20+ イオンや更に質湿の大

きいイオンが検出されたことがわかっている。主

お. ESPの観測については本号・小宇宙.. t出l も参

m~ さ ILたい。

「さきがけ J が太陽周回軌道に投入された同年

IJ-I以降現在に亙るまでの舟!聞は，太陽活動的犯

却lにあたるため. j甚岐されたプラズ7波紋訓l装世

(PWP) にはめざましい波動現象はほとんど受信

さ IL ていなかったカペ 3nIl 日になるといろいろ

な周波数の屯i庄が受信されるようになった。とり

わけ60KHzから 195Kllzの周波数'出では I時間!と

共に!司法数が|列したりあるいは卜附したりする

特民主五法が観測された。このlfi:波は舷から 407J

kmから 100 万kmの領域に存在するプラズマから放

射されたものと考えられている。

一方磁場的観測装間(lMF)には故般近前円か

ら太陽風中の磁場方 ril]の忽、激な変動が数凶にわた

って観測されている。この変動は「さきがけJ が

太陽舷気中性而を横切ったことを不している。ま

た太陽風観iWI装 il，' (SOW) はこの故筏近前後の太

陽胤の速度や密度の変動を観Ill'J した。これらのデ

ータと， この時期lに地トーから出彩されたハレ一宮

翠のプラズ?のI'llの形状とを比較し州究すること

によリ、太陽 J，，\とその'I'に合まれる磁場がプラズ

?の尾の形に及ぼす計~*!:~を明らかにすることがで

きるであろう。(N'除(;;;iil)



気量測定センサー

〈ヴpイキング着陸船〉

磁石弘乙踊センサー

Sパンド高利褐戸ンテナ

分 f の分析をわった。当命有在の思わせぶりなン

グナんを一時7Jミした突験もあったが 2 か所の靖

陸地点のいずれからも(地球型)生命の存イイを示

す明雌な証拠は発見きれなかった。もしかすると，

彼らは地球人の貧弱な赴!像力を岩l岱からあざ笑っ

ていたのだろフか。"出 T，これもまた

(やまもと・てつお)

軍終降下周
惜珪ヲンワ

拡大鏡

酪石と7Jメラ用

テストチャト

地質E十

UHF戸ンテナ

RTG電瀬

Sバンド
低手『曹戸ンテナ

畠芭よげエンジン

7 リナ- 4. 6. 7.

9 号による下検分に続き

アメリカが送った本格的

な火 R探作機がヴァイキ

ング1. 2 号である。叔

f の問機は火昼 1!iJ回船と

着陸自白とから m成されて

いる。周囲両日は計 55 ，似 )0

枚の表而写真を送信し火

星全域の地図を刊成する

とともに，大気中の水品

気と表而の i};t L度分 <I' の飢

illil を行った。着陣船はクリセ(黄金)平原とユー

トピアギ原に菊地 L ， 1f< に示した測定をわった。

G スキアノマレリと P ロ エノレによる“運河、

の観測.多くの s r-を引合いに出すまでもなく，火

If，とずi えばやはリ火星人。ウザアイキング計 l削では

火星における生命体の発見に大きな重点が也かれ

た。芯|梅市(}は火星決 llijの土撲を採取し微生物の存

否を部iべるための 3 村邦!の失敗と，大気中の有機

ヴィジコン・カメラ(各 2 )

功、外分光~-l

赤外放射言|

名称 Viking 1/2

打上げ年月日 1975 年 9 月 9 日 /1975 年 8 月 20 ~

打上げ基地ケネディ 宇Hi センタ

才LI げロケ y ト タイタン III 一セント-)レ

保流機'i n. .hi:3S0仙gw

(I;¥11H1~:\9α)kgw+ 着陸自作創)Okgw+

燃料)

大}i軌道への投入時 1976"1'6 月 19 日 /1976if· 8 月 7 ~

lF; 陸i時。 1976 年 7 月初日 /1976 年 9 月 3 口

才1陣地 クリセ干!恥 /ユートピア平原

(22 ・ N ， 48 ・ W) (44'N ， 226 ・ W)

〈探査耳 iH と格載機器〉

周凶船

搬保

水 lk.気分イ IJ

熱分布

~V. i陸自 ll 降下中

';U:出Ii屑観 iJIII

大気組成

大気椛 jL

::H陸船

抽H量

生物学実験

分ザ剥 i成分析

無機物分析

気象学

I也2主'γ

磁気的性質

物理的性質

屯iiHド y

遅延ポテンン令 jレ分析器

質-:， t分析 ~l

圧力‘也 11I. 加速度センサー

7 ァク y ミリ・カメラ(各 2 )

炭酸同化実験装置

放射判ガス iff. ，'I'，実験装f目

ガス交換実験装世

ガスクロ7 トクラフ/質量分

析計 (GeMS)

後光X 線分析百|

圧力，温度，風速・風向センサー

3 軸I也&店計

6草枕1

何々の工学センサ

周同船ーす11量船r，r，電 i!Ji .レー

ダー・ンステム
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a主主 d iL ι
モスクワ・ジオット・大観覧車

宇宙科学研究所松尾町、毅

3H 上'fJj， ソ述、 日本. ESA(欧州寸・宙機関)

の探有機が中 II 次いでハレ一望互に枇按近しました

が，そのさなかソ述のヴェガ 1 ・ 2号と ESA のジ

オットの故接近の状況を直接見 11f!する機会を符ま

した。米医 l を加えた 4 者の協力機関て長ある lAce

へ日本代表としての出席を兼ねてソ illb のインター

コスモスと ESA に招かれたもので，創刊聞もない

本紙に第 1 I証IIAce へ町出席記を寄航してから 3

年半， ，iE l，えばよく続いたものだといつのは ISAS

ニュース編!i\担当者としての本題とは無関係な感

慨であります。

さて 3 Ji6日ヴェガ l 号の最接近の模様は，モ

スクワの lK 1(宇宙科学研究所)のディスプレイ

ルームで，我々 lAce のメンバーとインタ コス

モスの科ザF者約 100 名が比守るなか実況中継され

ました。 J往接近 21時間前から Z 而のスクリーンに

巧し rH される飢州デ タにガレエ 7j"i士が逐一説

明を加え，迫力州内の進行です。午前10時過ぎ，

距離9000kmに最綾近しカメラの情報から核の大き

さは 3 - 4kill らしいとアナウンスされると拍手が

起こり. lKlの所長であるサグデエ7 博土に lAce

のメンバーが次々にお+比いをj.£べました。この成

功に特に安拙したのはESAでした。様々なデータ

を今後解析することによりハレー菖IEの新しい像

が得られることになりましょうが，国際協力の観

点からはヴェガによる雌像の成否は最重要の要業

だったのです。ご承知のように， ESAのジオ y ト

はヴェガの情報に基いて最終軌道修正を行い肢か

ら 500krnの歪近に近づく予定で，ヴェガl号の成J}j

の翌日かなりのメンバーが慌ただしくダノレムシュ

タ y トに戻りオベレーションに備えました。ヴェ

ガ l ぢの↑ii報を加味したハレー当阜の位illは，地

上観測から得られた最新「の似に比べ進行方 lllj に約

1000kmの差があったそうです。

これに先立つ 5 H , lACe の会識がサグデエ7

博士の主宰て"閃かれ各機WIの状況報告と lAce の

今後のあり Hについて議論がありました。尖は I

Aceのメンバーは，この朝 9時40分にホテノレのロ

ビーに集合して卓で10分の lKl に向かうと説明が

あったのですが 9 時半にロビーに下りると雑も

居ません。慌てて lKl に電話して何が起ったのか

隊かめ，何が起ったのかは説明してもらえません

でしたが差回しの車で会談に飛び込みました。的

川君は 9 時25分に同行者がまだだという説明もも

のかは辿れて行かれたそうで，さすがの彼も体力

的に敵わなかったようです。 8n寺に誰もか;ない I

Klに述れて行かれた商問先生は以ての外のこ'機ill，

でありました。似たようなことはヴェガ 2 ぢが故

接近した 9 日のMにも起りました。 8 時半のパス

に乗るべく下りて行くと ESAのlAce代表である

ボネ教授が渉外相当のパハンス女史と lji がか;な

いと綴いでおり，大経験者の私としましては女史

に適旅な指示を与えて大いに面目を施したもので

あります。

ともあれ，このよっなことは枝葉末節であるに

は相違なし 9 日め 2 号とあわせてヴェガは見事

な成功をおさめました。舞台はESAの作制センタ

(ESOC) があるフランクフノレ卜近郊のダノレム

シュタットに移リます。航れる前に在モスクワの

NIIK の小林，朝日の新華t·， 毎日の三瓶の各氏とー

タを共にし，ソ述の訴を色々何う機会に恵まれま

した。ハレ ，ハレーの ιI' でまことに楽しい語ら

いで，紙百l を借りて厚くお礼申し上げます。初め

てのモスクワ滞在てーまこつくこともありましたが，

夜、がもっともモスクワを気に入ったらしいという

のが同行者のー欽した意見であります。

10 日にフランクブノレ卜のシェラトンホテノレに j!J:

宿しました。ここからは私とオブザーパーの日定

山本氏とになりますロ ESOCは多数の報道関係者

で溢れ，最終的には務備されましたが，情報の流

通経路も佐立されておらず報道関係の方々は苦労

されたようです。その中にあってわがNHKがES

-7 ー



oc内 lこ 3主を確保していたのはまことに鰐典であ

りました。伊藤解説委只，パリ総局の漆IMI氏他の

方々におtit話になることになります。E: SAI~I係名ー

の緊必と多忙さは同業者ーとして卜分すぎる 412わか

るので，東京との主主l時辿絡に基きわが凶すいせい・ー

へのダストの衝突の制執iを伝えるのにとどめ，関

係者への接触は極力遠慮しましたが，深夜の最接

近を控えた 13 日はまことに多忙な 1 1:1となりまし

た。 ESA所長のリュスト博士招待の盆食会のあと、

モスクワで結論が得られぬままになっていたlAce

の会議が統|井l されました。ここでは lAce の今後

が議論され、太陽・地球系の物思!，当盟を含む惑

!j~採平年. ~II波天文'干の 3 分野についてワーキング

グループを設け， 11fl のノマドずァでの会作までに

将米計画 lについて検討を進めることで非"ソ.欧，

H の 4 機IJi Iの令立が成立しました。

ジオ y トの政接近の十日様は ESOC 内の会場で 2∞

人を超える招待客を日 ij に尖 i兄されました。 in 主 9

1時から ES Ai I' 当者による概況説明がはじまり，夜

食をはさんで大変リラックスした本阿気て'会は進

行しましたが，深夜 I I時i位抜 jf!:が近づくにつれ会

場はようやく緊張に包まれました。と'犬然核から

1500km て'の， "'if~ を段後にして通信途絶のアナウン

スです. 1500km を成功というのかどうか戸惑いの

数分ののち，実は 600 km; 旦くまで詰，"， WI には成功し

たとの報があリ拍手のなかで悦宴に移りました。

リュス|教奴はじめボネ教佼，プロジェクトマネ

ジャーのデイノレ氏，ビ soc 所長のへフト 7ン氏な

ど lAce て惚!なじみのメンバーと喜びを分ち令い

ました。ジオットはダストの衝突による安勢の乱

れから立， Ii リ 30 分後には'豆 fJ を再開します。是主主 1

のダストモデノレの不確定さから，探査機の運用が

すべて順調に推移してもなお失敗の可能性を秘め

たまことにスリリングなミンンヨンて'したカヘこ

れを敢行 L ，しかも成功に滋いた ESA の 9) 気とそ

れを可能ならしめたゴ媒に敬沼、を表したいと思い

ます。

制 14 1:1の記者会見にも日本代表ーとして列席しま

したが， In;I二1' 1がもっとも意外であったかとの質

問に.ラインハノレト博上がダストの非均-11:であ

ると答えたのが.科学者としての立場に加えるに

ダストの問題に悩まされ最按近副 1隙についてギリ

ギリの決断を迫られた当 <1>-15 の感慨として印象的

て"した。

今凶はモスクワでもダノレムンユタ y 卜でも凶際

協力の重要1' 1 が強調さ il ， [SA のハレ ンヨウ努

~:nのリュスト教授の挨拶でも日本代表の列席が訟

判Jに紹介されるなど，厚遇を受けました。 I向ホス

ト機関に謝意を 1<1ると同時に Jすいせい~さき

がけ.の最般 jfr のさなか，やたらに忙しい自にこ

そ会いましたが1:1本では f鴨川の人材として派 ifi

されたことの苧迎を感じております。

記者会弘中に lAce の議事録に持ち回りでサイ

ンするような慌しさのなか， 14n 深佼~ Jf~調停ぎのた

めウィーンに生 IJli しました o JU ，j(行きのアエロフ

ロートは翌長発で.初めてのウィ ンなのに銭念

ながら時 l臼lがあリません。気のみに思って下さっ

て NIIK{I ウィーンの相 I~( 氏がわずか 2時 IHl でした

が市内を議内して lごさいました。山問先 'I と 1950

年代の映画について細部にわたって定凡がー欽し

たのは今岡の旅行の l比大の成果の 1 つでしたが，

こうなると行くしかないわけでありまして.大量II.

覧 Iii とあのアリダ・ヴァリがまっすぐに通り過ぎ

た必地の大通りに 1i ってまいりました。

(まつお・ひろき)

ジオツトガ最接近の 15 秒前に慣した

ハレー馨星(コンビュータ処理)
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太陽風ーすい星相互作用 (3)

ハレーすい星にイオン・リングを発見

，小·~(戸、~

\も誉宙

同l題は偽りではないが誤解を拙きやすいかも釘l

れない。リングと f f っても J'.~のような目に見え

るリングではなくi!li広告 IflU凶のリングである。こ

れには少々説lリ lが必製て凶あろう。

ハレーすい JT\ 本体からは中性のガスが吹き山し

ている(速度数 Eim/s-数kln/s)。これらの中1'1"ゲ

スの分(- (王に水の分子)は太陽繁外光あるいは

太陽胤によって1ft織されイオンとなる.イオンに

なった瞬間の速度は中性分 F がもともと持ってい

たi!li肢に等しい。

太陽風はハレーすい起に対し数百kln/s位の述度

を持っている。従ってハレー起源のイオンは.太

陽風には数百kln/sの初i主J主をもって打ち込まれた

ように!I¥.じられるであろう。太陽風には磁場があ

るから.イオンはこの峨場のまわりの 1111 転巡mJJ を

!Jf iめる。このイオンの分布を辿皮~II'\Jで}よると総

.tJ1jのまわりのトーラスを形成する事になる。さて，

このようなトーラスは安定ではあリえずたちまち

散乱されてシェル (foR·，投)になると巧えられてい

る。 I観l見tωd測川を 2次 J応(:5杢~I川i日川II て

はリングに}比4える。殺が rすいせいJ が発見した

のはこのリングである。(ちょうど趨新Mのまわ

リのンエノレが531i卓鏡ではリングになって見えるの

とにている。)

悩lにホしたのが「すいせい」のハレー披接近士

数分間に観測されたハレー起似のイオンの作るリ

ングである( J:i<1 の右一卜に比える'tWいリ/グ・イオ

ンの椛目IJ は税杭般討'I'であるが水分子を起lIt.・とす

る Oぺ OHヘ H20+ のいずれかて'あると考えられ

る L 中心部の濃い部分は太陽風とハレ一両方の起

源の水ポイオンが悦ざってみえているもので，ニ

の凶て'はつぶれてしまっているがl'Ai像処理をする

とハレー起源の水素イオンはやはりリングとなっ

ていることが}よいだされている。

サ宿研一 寺沢敏火

-1∞ o ，∞
窟匿のスヶル 畑、Is

CCD カメラ

わがハレ -t'dt機「すいせし、」やESAの「ジオ

ッ I· J には CCD カメラカ吋oil世さ ILていて，ノ、レー

の観訓IJに威力を発即したことは記俗Jこ新しい。こ

のCCD カノラとは..l~;:;，凶のカメラでは 7 ィルムがあ

る所(焦点而)に.半導体の高度集約恒l路である

CCD搬像素チを取りイ l けたもので.これが光の{撃

を電気信号に変える働きをする。

1iE;:1~テレビカメラには崎H主告と pl·(まれるー怖の

]，L~fl がITI いられてきた.掛H量百ーと CCD(;!:感1~の

1，'.(て・はあまり差はないが， ±kJ.J'命，保守の谷易さ，

耐久性などの点でCCDがl量れている。また冷却す

ることによって大中日に祁高屯流何百~Ijjnt)をイ、さ

くれI' さえることもできる。このためねに治問な卸J

竹環境のもとにおかれるリモートセンシング朋，

ヰ・'IiiWI.品川川としては，もっぱら CCDが川いられて

いる。また可視光線(人IHIの U に!必ずる光) JTJ(こ

とどまらず. jj;ij1£では紫外線刷，赤外線用の CC I)

がきかんに開発されつつある。さらに X線用の C

CD カメラも研究されているときくなど.今後のと t

宙観測にとって不可欠な道 H· になるであろう。

ーヰー Hi 研一芝 n /1;
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ストレンジャー

宗方郁夫

私が属している「短歌新生」誌の消·\1、制に.私

の+7: 1リJ を報じて rj直輸の社会からロケットの社

会に~びこんで， さすがの主主形氏も目を IJ黒させ

ていることだろう u と編集者が書いている。

何が「さすが」なのかは聞いていないが.目を

白裂させたことは附JiLlいない。私が際博から宇街

研へ転iTしてきて，間もなく l 年になろうとして

いる。

その後，プラネ y トー A は rすいせい」と命

名されて順調に飛淵を続けていて。これを件いて

いる只今現在仏ハレー茸旦に luJけて接近しつつ

ある。 rすいせいJ が地球から約 1 {，E: 3 ， 000万 km も

離れた所にいて，こちらからの指令を受けたり，

こちらへ送信をしてきている様子を見たリ聞いた

りしているが，この距離の長さも送受信の仕組み

も，私の尖感としての理解の範凶を越えてしまっ

ている。

また，実に悩ない話をするようであるが rすい

せいJ が柴外線搬像装置なるものを桜んでいて，

ハレ -milを捉えると聞いて， しばらくの聞は，

例のハレー当，=Jilが尾をひいている姿で像が送られ

てくるものと思い込んでいたのである。

ところで，私は，池の上駅から歩いてヰ: 'Ii i町fへ

i由っているが，この路は，住宅街を抜けるためか，

迷路である。赴任したばかりの頃は， ときどき迷

ったりしたことを d思い出す。 6H 頃の拙作に，

パン崖の角酒屋内角を ~JI り通う

ょうやく償れぬ新しき職場

がある。ストレンジャーも徐々にではあるが.イ

ンプ y トの搭績ができてきたので. Ji'~'なアウト

プットをしなければなるまいと，迷路をたどりな

がら自戒している今日この頃である.

(むなかた・いくお・字山由f管:I!It部長)

刀ぶ\ すいせい さきがけ のハレー琴

It乙失λl 昆最接近では城り沢山の興味深い観
U 後E己 IJ
、ごーでプ 測デ タが得られました。そこで次

号ではハレー観測特集として，これらの成来を

なるべく分かリ易〈御紹介してみようと思いま

す。御期待下さい。(杭-4>')
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字山科ザに|剥して，全くの門外様であった私に

とっては， ftl 戦~~:闘の日々であったように思う。

私の職務では，宇宙科学の専門家である必要はな

いし，また，専門家になれるわけもないが，ある

程度の -Jq 両は 'L 、f呼ていないと仕 4みにならない。 un

ち，宇'li i.lf で日 'l;~' とりかわされている基本刷新，

例えば， ISTP ，スイングパイ，太陽風等々次か

ら次へと山てる RZ 誌のおおよその意味をJ! rr解して

いなけれ lまどうにもならないのである。在、も本 n当

とまどったが.ヰ:街研の方々も，このストレンジ

ャーを相手に.かなりとまどわれたに違いない。

ふりかえってみると， IIi 年の 4 月ないし 5 月可 1

の下両日 fは.}iのプラネットー A の打上げをひか

えて，緊張がみなさ.っており，かつ，慌しくもあ

って，ストレンジャー相手にレクチュアーなどを

している余絡はなかった。

きて，プラネ y トー A であるが，彩、は米賓の方

の々御案内役ということで，内之浦での旅立ちに

たまたま"51:会うことができた。実物のロケ y トと

の出会いは.尖はこのときが初めてである。 rs

附lはー比にしかず」という諺があるが，打上げを

Illtの当りにした1';でないと，その迫力については，

いくら説明をされても納得できないであろう。

-10 ー


